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　明澄はお兄ちゃんに
遊んでもらうのが大好
き。遊びの種類や話す
言葉が日々増えていま
す。尊和はまだまだ甘
えることも多いですが、
お兄ちゃんらしく弟を
可愛がってくれます。
　これからも仲良く健
康に成長してくれるこ
とを願っています。
（文・美由樹さん）

（山岸通信員）

表紙の紹介

尾
お の

野　尊
と う わ

和くん（8歳）

　　　明
あ す む

澄くん（2歳）

＜久喜市菖蒲町上大崎＞

なんさいの宝物
★

（お父さん/潤一さん・お母さん/美由樹さん ）水稲の育苗、田植時防除と
本田初期の管理　他
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3
月
22
日
、
農
協
食
堂
で
平
成
29
年
度
新
規
ナ
シ

栽
培
塾
の
閉
講
式
を
行
い
、
Ｊ
Ａ
南
彩
管
内
の
梨
農

家
後
継
者
22
人
、
技
術
習
得
の
た
め
入
塾
し
た
Ｔ
Ａ

Ｃ
（
担
い
手
に
出
向
く
担
当
者
）
3
人
の
計
25
人
が

1
年
間
（
23
回
）
の
受
講
を
終
え
ま
し
た
。

　

閉
講
式
で
は
菊
池
義
雄
営
農
常
務
が
皆
勤
賞
の
2

名
に
賞
状
を
授
与
し
、
そ
の
後
、
水
戸
部
満
技
術
参

与
か
ら
1
年
間
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
作
業
に
つ
い

て
再
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
多
く
の

事
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
習
得
し
た
技
術
を
糧
に

梨
栽
培
に
励
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

管
内
は
県
内
で
も
有
数
の
梨
産
地
で
す
が
、
栽
培

面
積
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
梨
産
地
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
、
平
成
30
年
度
も
引
き
続
き
梨

技
術
習
得
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

3
月
23
日
、
白
岡
・
宮
代
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
で
平
成
29
年
度
産
ト
マ
ト
の

品
評
会
を
行
い
ま
し
た
。
ト
マ
ト
は
23

点
出
品
さ
れ
、
荒
井
豊
治
副
組
合
長
を

は
じ
め
関
係
者
6
人
が
糖
度
や
果
形
、

色
つ
や
、
品
質
の
均
一
化
、
荷
造
り
な

ど
を
審
査
し
、
6
点
の
優
秀
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
冬
は
積
雪
や
そ
の
後
の
記
録

的
な
低
温
、
ま
た
春
先
の
寒
暖
の
差
な

ど
で
施
設
の
管
理
や
施
設
内
の
温
度
管

理
に
苦
労
が
あ
っ
た
中
、
出
品
さ
れ
た

ト
マ
ト
は
生
育
も
順
調
で
甲
乙
つ
け
が

た
い
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

4
月
5
日
、
白
岡
ト
マ
ト
組
合

は
主
力
市
場
で
あ
る
埼
玉
県
中
央

青
果
株
式
会
社
と
大
宮
中
央
青
果

市
場
を
訪
問
し
、
大
髙
馨
組
合
長

を
は
じ
め
生
産
者
5
名
、
春
日
部

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
、
菊
池
義
雄

営
農
常
務
、
職
員
4
名
合
わ
せ
て

11
名
が
督
励
し
ま
し
た
。

　

大
髙
組
合
長
は
「
安
定
し
た
価

格
で
販
売
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
し
、
菊
池
常
務
は
「
少
し
で

も
有
利
販
売
に
繋
が
り
、
生
産
者

の
所
得
が
少
し
で
も
上
が
る
よ
う

に
ご
努
力
頂
き
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と

要
請
し
ま
し
た
。

産
業
廃
棄
物
等　

廃
棄
処
理
実
施

ト
マ
ト
品
評
会　

開
催

平
成
29
年
度
新
規
ナ
シ
栽
培

塾
閉
講
式

白
岡
ト
マ
ト
組
合

市
場
督
励

カメラニュース

大宮中央青果市場

お詫びと訂正　�４月号３ページのカメラニュース「各管内で横断旗寄贈」写真下の
名称に誤りがありました。訂正してお詫びいたします。

誤　　右　久喜市柿沼教育委員長
正　　右　久喜市柿沼教育長

　

４
月
９
日
か
ら
11
日
の
３
日
間
、
カ
ン

ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
廃
棄
農
薬
・
農

薬
空
容
器
・
農
業
用
ポ
リ
・
育
苗
箱
な
ど

の
廃
棄
処
理
を
実
施
し
、
農
薬
に
つ
い
て

は
２
５
０
０
㎏
を
廃
棄
し
ま
し
た
。
農
業

を
行
う
上
で
産
業
廃
棄
物
に
な
る
資
材
も

多
数
使
用
さ
れ
て
お
り
、
廃
棄
処
分
に
つ

い
て
は
生
産
者
を
悩
ま
せ
る
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
南
彩
で
は
組
合
員
・
生
産
者
に
周

知
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
年
１
回
の

回
収
・
廃
棄
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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4
月
13
日
、
平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
青
果
物
品
評
会

及
び
う
ま
い
米
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
を
行
い
ま

し
た
。
青
果
物
品
評
会
は
、
昨
年
8
月
か
ら
今
年
3
月
ま

で
に
行
わ
れ
た
イ
チ
ゴ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
梨
（
彩

玉
）
の
他
、
平
成
29
年
度
か
ら
新
た
に
ぶ
ど
う
（
巨
峰
）

を
加
え
た
計
5
品
目
が
実
施
さ
れ
、
管
内
の
特
産
品
が
審

査
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
う
ま
い
米
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

で
は
、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
彩
の
か
が
や
き
」「
彩
の
き
ず
な
」

の
3
品
種
を
対
象
に
食
味
値
を
計
測
し
、
上
位
入
賞
者
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

中
野
榮
一
組
合
長
は
「
管
内
の
農
業
を
さ
ら
に
盛
り
上

げ
て
い
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
Ｊ
Ａ
南
彩
は
役
職
員
力

を
合
わ
せ
て
精
一
杯
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
笹
久
保
の
「
笹
久
保
古
式
子
ど
も

土
俵
入
り
保
存
会
」が
第
30
回
農
村
地
域
文
化
賞（
優
秀
賞
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
社
会
に
顕
著
な
貢
献
を

し
た
と
認
め
ら
れ
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
埼
玉
県

農
協
福
祉
事
業
団
よ
り
贈
ら
れ
ま
す
。
4
月
13
日
に
岩
槻

城
南
支
店
会
議
室
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
中
野
榮
一
組
合

長
が
賞
状
と
副
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
「
笹
久
保
古
式
子
ど
も
土
俵
入
り
保
存
会
」
は
言
い
伝
え

に
よ
る
と
、
永
承
年
間
（
西
暦
１
０
４
６
～
１
０
５
３
年
）

か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
昭
和
63
年
2
月
に
県
指
定
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
、
さ
ら
に
平
成
17
年
2
月
に
は
国
指
定

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
保
存

会
の
鈴
木
広
会
長
は
今
回
の
賞
を
受
け
て
「
名
誉
あ
る
賞

を
い
た
だ
き
光
栄
で
す
。
先
人
も
大
変
喜
ん
で
い
る
と
思

う
。
地
域
発
展
の
た
め
に
も
先
人
が
築
き
上
げ
た
も
の
を

継
承
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

カメラニュース

平
成
29
年
度
農
産
物

品
評
会
表
彰
式

農
村
地
域
文
化
賞
伝
達
式

平
成
30
年
度

Ｊ
Ａ
南
彩
進
発
式

　

新
年
度
を
迎
え
、
各
自
の
職
務
を
全
う
す
べ
く
決
意
表

明
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
も
組
合
員
・
地
域
の
皆
様
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

◀︎　4月11日
　　渉外担当者進発式

４月10日
TAC進発式・なんさい
小町委嘱式  　　　　　▶︎

左から２人目　　　　　　右から２人目
　　鈴木広会長　　　　　　　浜野竹司氏子総代表　
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地 区 ふ れ あ い 活 動

　JA南彩は、各地区を拠点に組合員、職員、地域住
民とのふれあい活動を通じて、地域農業と生活の向上
に取り組んでいます。

〇久喜江面支店
　3月25日、第3回よろこびのまち久喜マラソン大
会に地区ふれあい委員と支店職員が参加しました。
スタート付近でバナナとイチゴを参加者へ無料配布
し、参加者・地域住民の多くの方と交流を持つこと
ができました。

女性部活動報告

　宮代町主催の桜市に部員６名が参加し、赤飯、とん汁、
あられを販売しました。前日の強風や雨の影響で桜はほ
とんど散ってしまい客足も鈍いようでしたが、用意した赤
飯、とん汁、あられは好評で完売しました。

　農業者トレーニングセンターでやさしいヨガ教室を開
き、8名が参加しました。部員間のコミュニケーションや健
康増進につながりました。

₄月₇日 宮代支部

₃月₂₈日 菖蒲支部

なんさい小町活動報告

　浦和駅改札前でイチゴとレッズカレ
ーを販売しました。用意したイチゴは
ご好評により完売しました。

　イチゴ（やよいひめ）の試食販売を
行い、甘くて美味しいと好評でした。
埼玉県いちご連合会のティッシュも配
布し、PRしました。

　春日部トマトの試食販売を行いまし
た。みずみずしくて美味しいと好評で
多くのお客様にご購入いただきまし
た。

₃月₂₂日　県庁朝市 ₃月₂₄日　川越市内量販店 ₄月₁₄日　春日部市内量販店

今年度、
なんさい小町として

明るく元気に活動して
まいります。

よろしくお願いいたします！
（なんさい小町15名）

よろしくお願いいたします！
（なんさい小町15名）
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　早いところでは、４月下旬から田植えが始まっていますが、５月に
入り本格的な田植え時期を迎えました。この時期は、育苗中のムレ苗
の発生防止、ウンカなどの事前防除対策、除草剤効果の安定と初期の
生育促進に心掛けましょう。

１　育苗中、日中の高温には注意。まめに換気
　育苗中の昼夜の急激な温度変化は､ムレ苗（日中､急に葉がよれたようになる）の発生を助長します。
また、床土の過湿もムレ苗を助長するので、潅水は控えめにして午前中に行います。
　⑴�　５月は天候が数日の周期で変わりやすく、気温も上昇してきます。ハウスや被覆トンネル内の

温度が30℃以上にならないよう換気に注意します。特に好天の日は注意が必要です。　　　
　　�　一方で、低温もムレ苗発生のきっかけになります。10℃以下の冷え込みが予想されるときは保

温に努めます。
　⑵�　出芽後の緑化期（１葉期）から硬化初期の温度は、昼間20～25℃、夜間15～20℃が目安となり

ます。その後は外気に慣らしていき、夜間は10～15℃を目安にします。　

２　箱施用薬剤で効果的な病害虫防除
　⑴�　イネ縞葉枯病の発生源となるヒメトビウンカ防除対策は、アドマイヤーＣＲ箱粒剤、フェルテ

ラチェス箱粒剤、ルーチンアドスピノ箱粒剤などの施用が手軽で効果的です。
　⑵�　箱施用薬剤によっては、フタオビコヤガ（イネアオムシ）、いもち病などにも適用があります。

これまでの病害虫の発生状況に応じて選びましょう。

３　適切な水管理で水田雑草の防除と生育の促進
　⑴�　田植直後は深水管理
　　�　田植え後は、深水にして苗の植傷みを防ぐとともに、水田除草剤の効果が安定するまで田面を

露出させないよう注意しましょう。除草剤散布後７日間は、かけ流しをせず、田面水を安定に保
ち、減水した場合にはゆっくり水を入れます。

　⑵�　除草剤処理期間後は浅水管理
　　�　除草剤処理期間の後は、２～３ｃｍ程度（一部の土が僅かに見える程度）の浅水にして水温・地

温を上げ初期生育、分げつ（丈夫な茎の発生）を促進させましょう。低温時や強風時には深水に
管理します。

　　�　なお、中干しは、有効茎数が株当たり20～25本確保できた頃（田植え時期やその後の気象状況
にもよるが田植え後30～40日）が目安になります。

「農薬を使用する際には、必ず使用農薬のラベルを確認しましょう！」

営農情報
■■■■■■■■■■■■■■■■■　　■■

お問い合わせ
●JA南彩　営農部
0480（87）1135

または
最寄りの営農経済センターへ

水稲の育苗、田植時防除と本田初期の管理

《春の農作業安全》　今日も一日、農作業の始まりは安全、無事の心がけから。
～ 声をかけあい 助けあい 農作業事故0（ゼロ）へ！～
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平成30年度、ＪＡ南彩管内を担当されるさいたま農林振興センター農業支援部、
春日部農林振興センター農業支援部の技術普及担当の普及指導員の方々です。

所　長 技術普及担当（南部地域）
　　　大図　早孝 職　名 氏　　　名 市町窓口 分担する技術項目
農業支援部長 担 当 部 長 岩 元 　 篤 － 野菜、作物
　　　新井　良彦 担 当 課 長 箕 田 豊 尚 さいたま市 作物、野菜

担 当 課 長 東 屋 　 希 － 花植木、野菜
主任専門員 田 中 克 典 － 野菜、作物
技　　 師 長谷川明日香 － 野菜、作物
技　　 師 穂 積 由 乃 さいたま市 野菜、作物
技　　 師 川 目 　 匠 － －

所　長 技術普及担当（西部地域）
　　　金子　和欣 職　名 氏　　　名 市町窓口 分担する技術項目
副所長 担 当 部 長 入 江 尚 彦 蓮田市・久喜市 果樹、野菜
　　　黒澤　史明 担 当 課 長 村 田 紀 子 白岡市 果樹、野菜
農業支援部長 主　　 任 髙 橋 久 美 子 － 花植木、野菜、作物
　　　小野田　実 技　　 師 山 口 史 穂 － 野菜、果樹

技　　 師 染 谷 美 奈 － 果樹、作物
専 門 員 宮 田 和 夫 － 作物、野菜

技術普及担当（中部地域）
職　名 氏　　　名 市町窓口 分担する技術項目

担 当 部 長 大 関　 勉 － 作物、果樹
担 当 課 長 春 日 敦 子 春日部市 作物、野菜、畜産
主　　 任 山 口 有 子 － 花植木、野菜
技　　 師 石 井 裕 也 宮代町 野菜、作物
技　　 師 吉 越 規 樹 － －

 春日部農林振興センター農業支援部 電 話：048−737−6311
FAX：048−737−6313

 さいたま農林振興センター農業支援部 電 話：048−822−1007
FAX：048−834−5366

平成30年度　営農渉外（ＴＡＣ）のご紹介

中込敏弘 青木　慎 渡邉祐貴 山口修平
TACアドバイザー 南部（岩槻） 南部（岩槻） 南部（春日部）
080-6583-3124 090-3808-6281 ０８０-６５８３-３１３９ 080-6583-3135

小豆澤広幸 板羽隆太 戸ヶ崎　洸 柴崎　稔 大熊崇士
中部（蓮田・宮代） 中部（蓮田・白岡） 北部（久喜） 北部（菖蒲） 北部（菖蒲）
080-6583-3151 080-6583-3127 080-6583-3136 080-6583-3099 090-3808-6337

お気軽にご相談ください。



すてきな
風景

彩農あり！
　浩さんは長男ということもあり、20
歳の時に家業を継ぎ就農しました。以前
は家族だけで農業を行っていましたが、
現在はパートさんも入れた組織的な農
業経営をしており、山東な40a・小松菜
40aを生産しています。収穫や袋詰めは
パートさんに担当してもらい、浩さんは
作付計画の管理や種まきなどを行ってい
ます。栽培については、野菜が機嫌よく
育つように見守り、また収量が上がるよ
う臨機応変に成長の方向性を導くよう心
がけているそうです。
　天候に左右されて上手くできない時
や夏場の病害虫に悩まされるのは
農業の辛いところだと話します
が、「試行錯誤しながらも自
分で管理ができて、出来栄え
が良く高値がついた時は嬉
しく喜びを感じる。農業を
営みながら、家族みんなが
幸せになることを望んでい
ます」と浩さんは笑顔でお
話ししてくださいました。
� （河野通信員）

　清
しみず

水　浩
ひろし

さん （さいたま市岩槻区南下新井）
JA南彩青年部

　天候に左右されて上手くできない時
や夏場の病害虫に悩まされるのは
農業の辛いところだと話します
が、「試行錯誤しながらも自
分で管理ができて、出来栄え
が良く高値がついた時は嬉

話ししてくださいました。

みんな の 広場

 

　久喜市原　須釜俊男さん

のお宅では藤の花が満開と

なりました。立派な藤棚は

樹齢100年ほどとのことで

した。 

営みながら、家族みんなが

なんさい ◦ 8



すてきな
風景

小
こ じ ま

島　しのぶさん（春日部市増田新田）
JA南彩女性部　春日部支部武里地区

　しのぶさんはご主人と息子夫婦と一緒に水
稲や野菜を生産しており、水稲はコシヒカリ
を主体に多品種を約25ha生産しています。田
植えや稲刈りの時期は、家族みんなで大忙
し。疲れたときは、たくさん食べて力をつけ、
「明日も頑張るぞ！」と気合いを入れます。
　野菜は、茄子や大根などたくさんの種類を
作っています。特に里芋の栽培にはこだわり
があり、『綺麗大きく』を目指しています。
毎年11月に開催される農産物品評会で銀賞を
3年連続取るほどの腕前で、毎年栽培に全力を
注いでいるそうです。
　そんな働き者のしのぶさんですが、月に1
回公民館で行なわれているフラワーアレ
ンジメント教室に通い、フラワーア
レンジを楽しみ、忙しくなってい
る心を落ち着かせているそうです。
　昨年の11月には孫の輝流（ひか
る）くんが産まれ、ばぁばになり
ました。「農家の家に可愛く無邪
気な笑顔が加わって、これから
の楽しみがたくさん増えました」
と笑顔で話すしのぶさんでした。
 （山口通信員）

　そんな働き者のしのぶさんですが、月に1
回公民館で行なわれているフラワーアレ
ンジメント教室に通い、フラワーア
レンジを楽しみ、忙しくなってい
る心を落ち着かせているそうです。
　昨年の11月には孫の輝流（ひか みんな の 広場

 

　宮代町東粂原　内田秋雄

さんのお宅では芝桜が畑や

庭一面に咲き誇り、ピンク・

白・紫のグラデーションが

とてもきれいでした。 

いきいきさん
　しのぶさんはご主人と息子夫婦と一緒に水

9 ◦ なんさい



氏
　
　
名

所
属
役
職

【
部
　
長
　
職
】

本
田
　

悟
金
融
部
長
兼
資
金
運
用
課
長

福
岡
和
明
営
農
部
付
部
長（
出
資
型
農
業
法
人
設
立
担
当
）

浅
見
正
浩
経
済
部
長

折
原
英
雄
岩
槻
城
南
支
店
長

長
谷
部　
　

守
蓮
田
支
店
長

【
副
部
長
・
課
長
職
】

小
川
圭
一
企
画
管
理
部
副
部
長
兼
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

課
長

松
岡
一
夫
小
林
支
店
長（
副
部
長
職
）

町
田
健
司
営
農
部
営
農
支
援
課
長

（
出
資
型
農
業
法
人
設
立
担
当
）

河
野
靖
雄
岩
槻
城
南
支
店
統
括
副
支
店
長

岩
崎
延
征
新
和
支
店
長

清
水
和
夫
慈
恩
寺
支
店
長

池
澤
光
広
河
合
支
店
長

莇
生
茂
雄
豊
野
支
店
長

利
根
川　

賢
黒
浜
支
店
長

相
原
　

浩
平
野
支
店
長

三
角
俊
之
宮
代
支
店
統
括
副
支
店
長

（
推
進
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

氏
　
　
名

所
属
役
職

前
田
和
彦
宮
代
支
店
統
括
副
支
店
長

（
業
務
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

青
木
淳
一
白
岡
大
山
支
店
統
括
副
支
店
長

（
業
務
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

石
井
博
昭
日
勝
支
店
長

小
林
伸
治
清
久
支
店
長

【
副
課
長
職
】

鈴
木
源
一
監
査
室
副
課
長

関
根
正
裕
金
融
部
資
金
運
用
課
副
課
長

石
井
郁
男
金
融
部
融
資
課
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー

長

宮
野
之
寛
営
農
部
営
農
支
援
課
副
課
長

中
村
喜
博
経
済
部
経
済
課
副
課
長

押
田
浩
之
慈
恩
寺
支
店
副
支
店
長

板
谷
　

徹
春
日
部
支
店
副
支
店
長

（
推
進
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

岩
崎
雄
一
郎
蓮
田
支
店
副
支
店
長（
推
進
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

関
根
克
己
蓮
田
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長

杉
村
葉
一
白
岡
大
山
支
店
副
支
店
長（
窓
口
）

沼
田
耕
平
久
喜
江
面
支
店
副
支
店
長

（
推
進
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

野
川
真
理
子
太
田
支
店
副
支
店
長（
渉
外
）

氏
　
　
名

所
属
役
職

【
係
長
職
】

新
井
義
典
企
画
管
理
部
審
査
課
係
長

宮
寺
　

亮
金
融
部
融
資
課
係
長

大
熊
崇
士
営
農
部
営
農
支
援
課
係
長（
営
農
渉
外
）

青
木
　

慎
営
農
部
営
農
支
援
課
係
長（
営
農
渉
外
）

浜
野
泰
行
岩
槻
城
南
支
店
係
長（
渉
外
）

栁
沢
啓
文
岩
槻
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
係
長

小
松
康
二
岩
槻
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
係
長

若
林
直
樹
慈
恩
寺
支
店
係
長（
渉
外
）

坂
本
芙
志
子
春
日
部
支
店
係
長（
窓
口
）

南
雲
寛
子
春
日
部
支
店
係
長（
窓
口
）

山
岸
正
典
豊
野
支
店
係
長（
渉
外
）

前
田
理
佐
宮
代
支
店
係
長（
窓
口
）

中
村
裕
子
宮
代
支
店
係
長（
窓
口
）

三
角
由
実
子
白
岡
大
山
支
店
係
長（
窓
口
）

羽
原
　

徹
白
岡
大
山
支
店
係
長（
渉
外
）

岡
野
久
美
子
日
勝
支
店
係
長（
窓
口
）

田
賀
育
代
久
喜
江
面
支
店
係
長（
窓
口
）

金
澤
淳
平
久
喜
江
面
支
店
係
長（
渉
外
）

鈴
木
由
佳
太
田
支
店
係
長（
窓
口
）

磯
部
明
宏
菖
蒲
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
係
長

  

定
期
人
事
異
動�

４
月
１
日
付
で
定
期
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。　

なんさい ◦ 10



氏
　
　
名

所
属
役
職

原
嶋
麻
衣
栢
間
支
店
係
長（
窓
口
）

【
主
任
職
】

尾
形
智
之
共
済
部
共
済
課
主
任

野
口
祐
美
子
共
済
部
共
済
課
主
任

橋
本
有
加
共
済
部
共
済
課
主
任

細
井
み
ゆ
き
経
済
部
直
販
事
業
課
食
堂
主
任

小
川
晃
弘
経
済
部
農
機
セ
ン
タ
ー
主
任

加
村
達
也
経
済
部
燃
料
配
送
セ
ン
タ
ー
主
任

利
根
川
英
千
代
岩
槻
城
南
支
店
主
任（
窓
口
）

本
橋
睦
美
岩
槻
城
南
支
店
主
任（
窓
口
）

太
田
尚
輝
岩
槻
城
南
支
店
主
任（
渉
外
）

木
村
亜
弓
岩
槻
城
南
支
店
主
任（
窓
口
）

門
井
圭
一
春
日
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
主
任

穐
山
直
樹
春
日
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
主
任

中
島
雪
乃
春
日
部
支
店
主
任（
窓
口
）

鈴
木
悠
太
春
日
部
支
店
主
任（
渉
外
）

柿
沼
智
弥
春
日
部
支
店
主
任（
渉
外
）

鈴
木
創
太
春
日
部
支
店
主
任（
渉
外
）

小
川
早
知
世
幸
松
支
店
主
任（
窓
口
）

鈴
木
佑
起
子
蓮
田
支
店
主
任（
窓
口
）

関
根
真
沙
美
蓮
田
支
店
主
任（
窓
口
）

氏
　
　
名

所
属
役
職

木
村
圭
太
黒
浜
支
店
主
任（
渉
外
）

石
下
亮
平
黒
浜
支
店
主
任（
渉
外
）

高
橋
　

奨
宮
代
支
店
主
任（
渉
外
）

小
山
琢
也
白
岡
・
宮
代
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
主
任

林
　

潤
久
喜
江
面
支
店
主
任（
渉
外
）

坂
本
和
弘
久
喜
江
面
支
店
主
任（
渉
外
）

今
野
直
也
久
喜
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
主
任

秋
元
　

司
久
喜
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
主
任

北
川
明
彦
菖
蒲
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
主
任

斉
藤
　

惇
菖
蒲
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
主
任

田
中
雄
一
郎
菖
蒲
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
主
任

髙
橋
　

渉
小
林
支
店
主
任（
渉
外
）

【
係
　
　
職
】

安
原
孝
夫
監
査
室
係

石
井
優
一
企
画
管
理
部
総
務
課
係

平
井
　

忍
企
画
管
理
部
付
係

（
埼
玉
県
農
協
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
出
向
）

関
根
陽
介
金
融
部
資
金
運
用
課
係

福
島
徳
之
営
農
部
営
農
支
援
課
係

（
出
資
型
農
業
法
人
設
立
担
当
）

戸
ヶ
崎　

洸
営
農
部
営
農
支
援
課
係（
営
農
渉
外
）

矢
口
　

新
経
済
部
農
機
セ
ン
タ
ー
係

染
野
貴
大
岩
槻
城
南
支
店
係（
渉
外
）

氏
　
　
名

所
属
役
職

髙
橋
未
来
岩
槻
城
南
支
店
係（
窓
口
）

蔭
井
彩
音
新
和
支
店
係（
窓
口
）

髙
橋
弓
佳
慈
恩
寺
支
店
係（
窓
口
）

市
澤
佳
楠
子
春
日
部
支
店
係（
窓
口
）

百
塚
沙
恵
春
日
部
支
店
係（
窓
口
）

塚
越
　

歩
幸
松
支
店
係（
渉
外
）

安
西
龍
太
平
野
支
店
係（
窓
口
）

柿
沼
愛
美
里
宮
代
支
店
係（
窓
口
）

水
沼
拓
真
宮
代
支
店
係（
渉
外
）

須
田
佳
代
子
白
岡
大
山
支
店
係（
窓
口
）

二
宮
宗
徳
白
岡
・
宮
代
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
係

矢
部
雅
世
久
喜
江
面
支
店
係（
窓
口
）

新
井
香
織
久
喜
江
面
支
店
係（
窓
口
）

小
峯
美
月
清
久
支
店
係（
窓
口
）

鈴
木
拓
也
菖
蒲
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
係

島
田
崇
司
菖
蒲
支
店
係（
窓
口
）

酒
井
亜
紀
菖
蒲
支
店
係（
窓
口
）

定期人事異動

須　

田　

健　

一

　
経
済
部
農
機
セ
ン
タ
ー
専
門
員

在
職
中
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

定
年
退
職
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平
成
30
年
度
　
新
採
用
職
員
紹
介

板垣　佑司
経済部経済課

中島　卓弥
経済部直販事業課

酒巻　幸哉
共済部共済課

水沼　典子
岩槻城南支店

小川　裕大
岩槻営農経済センター

永井　徹
経済部直販事業課菖蒲グリーンセンター

海老原　彩輝
河合支店

砂川　敦志
春日部営農経済センター

牧野　佳奈
川通支店

松本　裕貴
新和支店

保阪　宣子
豊野支店

長尾　帆乃佳
蓮田支店

石原　夏美
幸松支店

垣本　桃香
春日部支店

金久保　賢司
菖蒲営農経済センター

鈴木　有沙
寺田支店

岡安　優
久喜江面支店

岡安　裕太
黒浜支店

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

なんさい ◦ 12



平成31年度  ＪＡ南彩職員募集
食と農を結ぶ架け橋 ･･･
“地域を結ぶふれあいネットワーク”
素敵な仕事を素敵な笑顔で♪
あなたの力で地域の皆様の期待に応えませんか！！

	

【 職     種 】 総合職及び営業職

【採用予定人数】 総合職25名程度及び営業職５名程度

【 応 募 資 格 】 平成31年３月までに大学・短大及び専門学校卒業見込の方
短大及び専門学校卒業以上で、正規社員経験原則１年以上の方
※平成31年４月において車通勤が可能な方

【 提 出 書 類 】 ●履歴書（自筆、写真貼付）
　 　 　 　 ●卒業見込証明書（平成31年３月卒業見込の方のみ）
　 　 　 　 ●成績証明書（平成31年３月卒業見込の方のみ）
　 　 　 　 　 ●職務経歴書（正規社員経験原則１年以上の方のみ）
　 　 　 　 ●封筒の表に応募書類在中と朱書の上、下記へ書留で郵送してください
　 　 　 　 ※応募書類は勝手ながら返却致しませんのでご了承ください
　 　 　 　 ※応募書類により取得した個人情報は、採用以外の目的には使用致しません

【 応 募 期 間 】 平成30年４月１日～６月30日必着

【 説 　 明 　 会 】 平成30年５月24日㈭・６月16日㈯ 開催予定

【 選 考 方 法 】 書類選考
　 　 　 　 　 平成30年７月５日までに通過した方のみ連絡します
　 　 　 面接および筆記試験
　 　 　 　 平成31年４月１日入組予定

【 給    与 】 大卒　174,760円～
　 　 　 　 短大・専門学校卒　158,940円～
　 　 　 　 ※実際の給与は、経験・能力・年齢等を考慮のうえ、給与規程により決定します

【 諸 　 手 　 当 】 通勤手当（車通勤は31,600円まで/月）、役付手当、家族手当、資格手当、
業務手当等

【 昇    給 】 年１回

【 賞    与 】 年２回（６月・12月）年度末賞与（実績により３月支給）

【 勤  務  地 】 さいたま市岩槻区、春日部市（旧庄和町を除く）、蓮田市、宮代町、白岡市、
　 　 　 久喜市（旧鷲宮町、旧栗橋町を除く）のいずれか

【 勤 務 時 間 】 ８：30～17：15（休憩60分含む）

【 休 日 休 暇 】 土曜日、日曜日、祝祭日、年末年始、有給休暇、特別休暇

【 福 利 厚 生 】 各種社会保険、財形貯蓄、契約保養所、各種クラブ活動、退職金（退職給与規
程により支給）

【お問い合わせ・
書類郵送先】

〒346－0105　埼玉県久喜市菖蒲町新堀473
ＪＡ南彩　企画管理部人事課 　ＴＥＬ 0480－87－1137

詳細はホームページをご覧ください
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　相 談 会 の ご 案 内 JAでは相談会を開催しています。お気軽にご利用ください。

※�お申込みは、事前に各支店までご連絡をお願いいたします。
※�都合により時間が変更になる場合があります。ご了承ください。

地　区 岩　槻 春日部 蓮　田 宮　代 白　岡 久　喜 菖　蒲

営農相談会
9:30～12:00

5月11日㈮
岩槻営農
経済センター

5月17日㈭
春日部営農
経済センター

5月23日㈬
蓮田営農
経済センター

5月15日㈫
宮代支店

5月25日㈮
白岡・宮代営農
経済センター

5月21日㈪
久喜営農
経済センター

5月29日㈫
菖蒲営農
経済センター

住宅ローン相談会
9:00～15:00 岩槻城南支店 春日部支店 蓮田支店 宮代支店 白岡大山支店 久喜江面支店 菖蒲支店

年金相談会
9:00～15:00 岩槻城南支店

048（798）3345
春日部支店
048（736）5501

蓮田支店
048（768）2190

宮代支店
0480（32）0102

白岡大山支店
0480（92）2315

久喜江面支店
0480（21）1101

菖蒲支店
0480（85）1310

5月26日㈯　全 管 内 一 斉 開 催

5月26日㈯　全 管 内 一 斉 開 催

南
彩
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ン
フ
ォ
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inform
ation 

●ATMコーナー撤去のお知らせ
　白岡・宮代営農経済センターのATMコーナーは、平成30年4月30日㈪をもちまして終
了致しました。組合員・利用者皆様には永年のご愛顧に感謝申し上げますとともに、大変
ご不便をおかけいたしますが、最寄のATMコーナーを引き続きご利用いただきますよう、
お願い申し上げます。

●年金受取口座指定キャンペーンのご案内
　期間中、当JAに年金受取口座をご指定いただいた方にプレゼントを進呈いたしております。
（ちょきんぎょペアカップ・折りたたみ傘・ネーム刺しゅう入りハンドタオルのいずれか１つ）
＜お取扱期間＞　平成30年4月2日㈪から平成30年12月28日㈮
　　　　　　　※商品は変更となる場合がございますので予めご了承ください。
　　　　　　　　	詳しくは、お近くの支店までお気軽にお問い合わせください。またはホー

ムページをご覧ください。URL:http://www.ja-nansai.or.jp

●菖蒲グリーンセンターさつき展開催のお知らせ
　5月27日㈰から6月3日㈰まで、菖蒲グリーンセンターでさつき展を開催いたします。新
鮮野菜や花等も取り揃えてお待ちしております。　　

●クールビズ運動のお知らせ
　当JAでは昨年と同様に、需要ピーク時の節電に向けた取組みと地球温暖化対策等とし
てクールビズを実施します。軽装にて対応させていただきますので、ご理解の程よろしく
お願い致します。

実施期間　平成30年5月1日㈫～ 10月31日㈬

なんさい ◦ 14



主 要 事 業 の 概 要
── 平成30年3月末現在 ──

出資金につきましては、平成29年３月末　28億7,065万円です。

平成30年３月末 平成29年3月末 前年度末
増　　減

正 組 合 員 数 10,004人 10,132人 △ 128人

准 組 合 員 数 19,310人 18,620人 690人

組 合 員 数 合 計 29,314人 28,752人 562人

平成30年３月末 平成29年３月末 前年度
同月対比

貯 金 高 2,745億3,898万円 2,687億2,925万円 102.1％

貸 出 金 537億9,054万円 533億8,960万円 100.7％

共 済 保 有 高 6,672億4,625万円 6,813億2,990万円 97.9％

販 売 高 33億2,705万円 33億3,232万円 99.8％

購買品Ⅰ供給高 30億8,005万円 30億0,000万円 102.6％
購買品Ⅱ供給高

（各直売所・食堂） 14億7,055万円 14億7,816万円 99.4％
※ 貸出金については、貸付留保金を控除しています。

【理事会だより】
　平成30年３月27日、定例理事会が行われ、次の事
項について審議され、全議案原案通り可決・承認さ
れました。

⑴ �平成30年２月末財務状況及び３月末見込みについて
⑵ �平成29年度決算方針について
⑶ �平成30年度事業計画について
⑷ �平成30年度役員報酬について
⑸ �埼玉県農林部常例検査の指摘事項に係る取組状況
について

⑹ �平成30年度内部監査計画について
⑺ �目的積立金の取崩について
⑻ �本店移転の基本計画について
⑼ �出資型農業法人の設立について
⑽ �小林栢間支店建築工事請負契約の変更契約締結に
ついて

⑾ �平成30年度余裕金運用について
⑿ �平成30年度JA住宅ローン金利軽減の考え方について
⒀ �賃貸施設等事業資金特別貸出要領に基づく取扱期
間及び貸出限度額について

⒁ �平成30年度借入金の最高限度額について
⒂ �平成30年度信用供与等の限度額について
⒃ �平成30年度理事会附議を要する大口信用供与等の
額について

⒄ �平成30年度貸出金利率の最高限度について
⒅ �監事監査規程の改正について
⒆ �内部統制規程の一部変更について
⒇ �JAバンクローン（協同住宅ローン保証）JAリフォームロ
ーン融資要項の制定について

� �JA統一ローン（基金協会保証）融資要項の一部変更
について

� �JAバンクローン（協同住宅ローン保証）融資要項の一
部変更について

� �無担保ローン（三菱UFJニコス型）融資要項の一部変
更について

� �貸出金利基準（農協貸出金標準金利表）の一部変更
について

� 平成31年度職員採用計画について
� 年度末手当の支給について

15 ◦ なんさい

※応募ハガキに基づく個人情報は抽選、景品の発送、
意見等の掲載に使用させて頂きます。あらかじめご
了承下さい。
※おひとり様１枚までのご応募とさせて頂きます。

３月号応募総数73通

３月号の答え
答え　　　13

応
募
方
法

　�正解者の中から抽選で10名様に
　図書カードをプレゼント。
　�【締切日】５月末日
　　発表は７月号です。

 ★数独 出題　ニコリ

二重枠に入った数字の合計はいくつ？

  ルール
① �空いているマスに、１から９までの数字のどれ

かを入れます。

② �タテ列（９列）、ヨコ列（９列）、太線で囲まれ

た３×３のブロック（それぞれ９マスあるブ

ロックが９つ）のいずれにも１から９までの数

字が１つずつ入ります。

当選者の発表は商品の発送をもって
代えさせていただきます。
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キュウリと豚ひき肉のいため物
キュウリの食感と豚肉のうまみが食欲をそそります

塩漬けにすれば、パリッとした食感とみずみずしさ
を保てます。水分もほどよく抜け、そのまま、酢の
物や和え物に使えて便利。炒め物にするとシャキッ
と仕上がります。

塩キュウリ
●材料（作りやすい分量）
キュウリ…5～6本　粗塩…キュウリの3～8％程度
Ａ（赤トウガラシ…1本、水…200～300㎖）
●作り方
①キュウリは塩の1/2量をすり込む。
② 残りの塩はＡと合わせ、ひと煮たちさせて冷ま
しておく。

③ 保存容器にキュウリを入れて②を注ぎ、冷蔵庫
に保存し、キュウリがしんなりとしたら使う。
※冷蔵庫で4～５日、保存できます。

●作り方　　　
①  キュウリは４等分に切り、めん棒などでた
たいて粗く割る。

②  ボウルに豚ひき肉とＡを入れ、よく練り混
ぜる。

③  フライパンにゴマ油を熱し、長ネギをいた
め、しんなりしたら②を加えていためる。
肉の色が変わったら、キュウリを加えて手
早くいため合わせ、黒ゴマを加え、ひと混
ぜする。

●材料４人分　
塩キュウリ ………………… 3本
豚ひき肉 ………………… 200g
Ａ（酒・カタクリ粉…各大さじ1　　薄口しょうゆ………小さじ1
長ネギ（みじん切り）…… ⅓  本分
ゴマ油 ………………… 大さじ2
黒炒りゴマ …………… 小さじ2

作って
みてね！

 直売所情報 旬の情報を
お届けします。

旬のキュウリを使った
レシピをご紹介!!

今月のオススメ!

発行責任者／南彩農業協同組合
　　　　　　代表理事組合長　中野榮一
　　編　集／企画管理部総合企画課　〒346－0105
　　　　　　埼玉県久喜市菖蒲町新堀473
　　　　　　TEL   0480（85）7331　FAX  0480（85）7333 古紙配合率 100％再生紙を使用しています

　　　　  　　　   平成30年５月１日発行
264

　　　   平成30年
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番号案内サービス（104）へお問い合わせの際は、
必ずJA南彩の葬儀とおたずねください。

（24時間・365日対応）
事前相談も行っています。お問い合わせください。

0120－145－731

お知らせ JA南彩葬祭岩槻城南支店
☎048－797－4909

JA南彩葬祭白岡大山支店
☎0480－91－0490

JA南彩葬祭春日部支店
☎048－733－9099

JA南彩葬祭久喜江面支店
☎0480－25－2929

JA南彩葬祭蓮田支店
☎048－768－4445

JA南彩葬祭菖蒲支店
☎0480－86－0400

JA南彩葬祭宮代支店
☎0480－32－4966

JA南彩催事センター
☎0120－145－731


